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 提案法の流れ図を図 2に示す． 
 
 














Step 1: 入力信号 𝑋(𝑥, y) のヒストグラム𝐻𝑥(𝑘) を
取得． 
Step 2: 𝐻𝑥(𝑘) を線形補間し，図 3 に表す様な 中
間階調を含み滑らかな分布を持つ 𝐻𝑦(𝑘) を得，推定
高ビット深度信号ヒストグラムとする． 
Step 3: 𝑋 を Gaussian などの低域通過フィルタに
掛け，𝑂(𝑋) を得る．𝑋 で同階調となっている画素
集合を，各画素の空間的分布情報を用いて区別化を
行う意図を持ち，図 3の 𝑂(𝑋) のヒストグラム 𝐻𝑥′ 
に表される通り，𝐻𝑥 に対し値は分散される． 
Step 4: 式(1), (2)の様に，画素毎の評価値 𝑅(𝑥, y) を
計算する． 
𝑅(𝑥, y) = 𝑋(𝑥, 𝑦) + 𝛼(𝑋(𝑥, 𝑦)) ∙ 𝑂(𝑋(𝑥, 𝑦)) (1) 
𝛼(𝑘) =  Step(𝑘)  max( 𝑂(𝑋) )⁄  (2) 
Step(𝑘) は高ビット深度階調値 𝑘 と同じ低ビット
階調値に対応する，高ビット深度階調値の総数を表
す． 
評価値 𝑅 は，第一項 𝑋 及び係数 𝛼 により，𝑅 で
の大小関係と 𝑋 におけるそれを保ち，且つ 𝑂(𝑋) 
により区別化される． 














BDRATE による評価実験を行った．図 4 に示す 3
つのシーケンスに実施し，また，コアコーデックに




(a) No. 1: SteamLocomotiveTrain 
  




表 1: 実験環境 
Table 1: Parameters 
ビデオフォ
ーマット 
YUV420, 1080p, 30Hz, 
10bit 
フレーム数 30 frames 
GOP周期 
基本レイヤ:15 
( I-P-B-P-B… ) 
拡張レイヤ 




15, 20, 25, 30Mbps 
QP 
拡張レイヤ 








表 2: アンカーに対する BDRATE評価 [%] 
シーケンス№ 1 2 3 
Predicted -2.066 -1.054 -0.651 
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